
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 

 

 

 12月3日(木)全国とともに新潟においても「２０２０年度９月末学費滞納・経済的理由による中退調査」の結果発表を、県政記者クラブで行いま

した。国の就学支援金制度拡充が生きて長期滞納者が改善したことに注目が集まり、翌日テレビでも記者発表の様子が報道されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全全国国私私私私学学助助成成ををすすすすめめるる会会  
((事事務務局局：：全全国国私私立立学学校校教教職職員員組組合合))  

No.41  2020年12月9 日（水） 

 

 
 連日各県からの中間集

約数が本部事務局に届け

られます。昨日12/8か

ら本日9日17:30まで

に岩手、新潟、福岡から

の報告が届きました。こ

の3県の報告を加えて、

本日9日  17:40現在 

 
昨年同期比 94.4%に到

達しました。 

岩手は 11/30報告の

2日後12/2までの2日

間で 2,280 筆増やし、

昨年比 99.15%までに

到達させています。 

新潟も 11末からの一

週間で1 万2000 筆増

加させました。右のニュ

ースとともに報告が届き

ました。 

福岡は、コロナ禍で署

名スタートが遅れたこと

から自主目標を大きく遠

慮して5万筆に引き下げ

ていました。しかし、実

力を発揮し10万4000

筆 に 到 達 。 目 標 比

208%、昨年比 87.5%

にまで到達しています。 

11 日開催の院内集会ま

で最新の集約数を知らせ

てください。 


